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次の問に答えよ．

(1) x の方程式 (k − 1)x2 + (k + 1)x + k − 1 = 0 が相異なる 2つの実数解をもつよ

うな整数 k をすべて求めよ．

(2) x2 − x+ 1
x2 + x+ 1

が整数となるような実数 x をすべて求めよ．
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【答】

(1) k = 2

(2) x = 0,
−3±

√
5

2
,−1

【解答】

(1) (k − 1)x2 + (k + 1)x+ k − 1 = 0 …… 1⃝

( i ) k = 1のとき

1⃝ ⇐⇒ 2x = 0 ∴ x = 0

実数解は 1つである．
(ii) k \= 1のとき

1⃝は 2次方程式であり，相異なる 2つの実数解をもつ条件は (判別式) > 0である．判
別式を D とおくと

D = (k + 1)2 − 4(k − 1)2

= {(k + 1) + 2(k − 1)}{(k + 1)− 2(k − 1)}
= −(3k − 1)(k − 3)

であるから，D > 0の解は

1
3

< k < 3 (k \= 1)

である．

以上 ( i )，(ii)より，求める整数 k のすべては

k = 2 ……（答）

である．

(2) x2 − x+ 1
x2 + x+ 1

= k (k は整数) …… 2⃝

となる実数 xを求める．(分母) = x2 + x+ 1 =
(
x+ 1

2

)2

+ 3
4

\= 0であり

2⃝ ⇐⇒ x2 − x+ 1 = k(x2 + x+ 1)

⇐⇒ (k − 1)x2 + (k + 1)x+ k − 1 = 0

であり， 1⃝と一致する．(1)と同じ場合分けをする．

( i ) k = 1のとき
1⃝の解は実数 x = 0である．

(ii) k \= 1のとき
1⃝が実数解をもつ条件は判別式 D ≧ 0であり

1
3

≦ k ≦ 3 (k \= 1)
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である．k は整数であるから

k = 2, 3

である．
k = 2を 1⃝に代入すると

x2 + 3x+ 1 = 0 ∴ x =
−3±

√
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k = 3を 1⃝に代入すると

2x2 + 4x+ 2 = 0 2(x+ 1)2 = 0 ∴ x = −1

である．

以上 ( i )，(ii)より，求める実数 xのすべては

x = 0,
−3 ±

√
5

2
,−1 ……（答）

である．


